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区政の停滞を招いている保坂展人区長に対し議会の存在を軽視する言動を改め

ることを求める決議

上記の議案を提出する。
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区政の停滞を招いている保坂展人区長に対し議会の存在を軽視する言動を改め

ることを求める決議
日本国憲法は、第９３条第１項で「地方公共団体には、法律の定めるところにより、

その議事機関として議会を設置する。」と定め、地方議会の設置根拠を保障している。

このような地位に立つ議会の使命は、第一に、地方公共団体の具体的政策を最終決定

すること、第二に、執行機関の行財政運営や事務処理が全て適法・適正に、しかも公

平・効率的かつ民主的になされているかを住民の立場に立ち、監視することである。

保坂展人区長は、世田谷区議会議員選挙・区長選挙直後の平成２７年第１回臨時会
の招集挨拶で、「区議会と区政は車の両輪と言われる。真筆な意見交換をもとにして、

区民生活を支える政策実現のために、区議会議員の皆さんと虚心坦懐に議論を深め、
よりよき世田谷区政をつくり上げていきたい。」と述べられていることからも、区議

会の使命を十分理解されているものだと我々は認識していた。

しかしながら保坂展人区長においては、様々な意見を聞いてからとの言葉を盾にし

て、区議会の意見・提案には耳を貸さず、本庁舎整備をはじめとする区政の重要課題

に対する決断をことごとく避け続け、区政の停滞と迷走を招いている。さらに、区民

を代表する我々議員の質問に対し､真筆な意見交換とは程遠い議論をはぐらかす議会

答弁に終始しておきながら、他の催事では世論を誘導するかのような軽率な態度を露

呈するなど、議会を軽視する行為、議会の存在意義をも否定しかねない言動が多々見

受けられる。
．よって、世田谷区議会は区政の停滞と迷走に終止符を打つための第１歩として、保

坂展人区長に対し、区民の代表である我,々議員によって構成されている議会の存在を

軽視する言動を改めることを強く求めるものである。
．以上、決議する。
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